
＜参加者の感想＞ 

○ 子供のやってみたいという気持ち、自分の楽しそうだと思うこと、

それらをかけ合わせられたらよい活動に繋がると思いました。 

○ 放課後の活動は、地域とのつながりをつくる大切な役割であるし、

子供の成長にも役立つと思いました。子供も地域の人も元気になりま

す。浪江町の活動、すごく楽しそうです。 

○ 地域コーディネーターとしての生の感想、放課後チャレンジの話が印象に残りました。学校現場では、

子供たちのために放課後事業とどう連携し協働していけばよいかを考えるよい機会となりました。 

○ 山田さんのお話は、現実的な課題についても考えさせられました。事業を継続していくためのリソース

（ヒト・モノ・カネ・情報）をどうやって調達し調整していくか、同じようなことに苦慮しています。ま

ずは自分が楽しむ、やりたいからやる、そんな前向きかつクリエイティブな姿勢はきっと子供たちに伝わ

っていることでしょう。「なんか楽しそうな大人」素敵です！ 

令和７年１２月８日（月）第７７号 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

１１月１３日（木）、南郷総合センターにおいて、地域学校協働南会津地区研修会を開催しました。 

前号から複数回に渡り、研修会の様子を取り上げる予定です。今回は、浪江町教育委員会事務局地域コーディ

ネーターである山田司さんによる放課後事業「放課後チャレンジ」についての実践発表について紹介します。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらの QR コードから、閲覧・ダウンロードができます→ 

浪江町は、東日本大震災と原発事故の影響で多くの方が町

外へ流出してしまい、習い事ができる環境はまだ整っていない

そうです。学びの地域格差を埋めるため、地域と関わり多様な

体験をする放課後事業「放課後チャレンジ」が行われています。

地域・企業の方、ＮＰＯ団体、町職員など多様な立場の方を講

師に、運動・習字・英会話などの様々な体験を行っています。 

山田さんには、活動決定や講師選定の仕方などについても

教えていただきました。特に、子供のやりたいことを調査した

り、あえて活動費用を徴収したりするなど、子供が主体的に活

動するための工夫は大変参考になりました。 

山田さんは、東日本大震災後に浪江町立小学校で子供たちの運動指

導を託された事をきっかけに浪江町より地域コーディネーターの委嘱を

受けられました。放課後事業や公民館事業、年間１３０事業をこなされて

いるそうです。放課後事業への思いも強く、今後は、子供たち自身が企

画や運営に関わるなど、“自分たちで創る放課後”を目指していきたいと

おっしゃっていました。 


